































「定義の戦争（war of deﬁnition）」といわれる状態にある（N2, 
pp.19,22； J1, p.vii）。
　このなかでどのような理論類型があるかについて、本稿後
段でスイスアカデミー （Swiss Academies of Arts and Sciences）のポー















Developing the Theories of Transdisciplinarity: 
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Abstract：
Theories on transdisciplinarity for the integration beyond individual disciplines have recently come to agenda worldwide. 
This paper surveys the developing process, arguing that they are to be divided into two directions, “transdisciplinarity”　
asserted mainly by Basarab Nicolescu （CIRET in France）, and “transdisciplinary research”by a researcher group of 
Swiss Academies of Arts and Sciences, while both are useful for an integral theory of tourism studies as the components 






以下の 3 点を立脚点にする。すなわち、①現実（reality: 以下
では「リアリティ」という）は複数ある。②１つのリアリティは 2 極















で開催された「第 1 回トランスディシプリナリティ世界会議（The 
First World Congress of  Transdisciplinarity）」で、そこにおいて「ト
ランスディシプリナリティ憲章（The Charter of  Transdisciplinarity ）」
が採択されている。これは前文に続いて全 15 条から成るもの



































































































　シンポジウム全体のまとめ（conclusion; U, pp. 37-41）によると、
主な論議内容は次の通りであった。まず、個別学問（mono-
disciplinary）というものは、ユネスコの集計によると、1992 年の
時点で 8,530 あるが、これらには専門化（specialization） と重
複化（overlapping）が強く認められ、個別学問的限界がある
























































































② 　第 2 段レベル：例えば工学など実践科学のレベルで、上
記の第１段レベルの経験的知識を応用し目的科学的なもの
に編成替え・統合化が行われているもの。








































② 　論理的公理（the logical axiom）：ある1 つのリアリティ・レベ
ルから他のレベルへの移行帯（passage）は、そこにある中
間的なもの（the included middle）の論理によって保たれている。
③ 　複雑性公理（the complexity axiom）：リアリティ・レベルもしく































































































































































































ず問題意識の別には次の 4 者がある（P3, pp.66-67）。
ⓐ 　問題の取り上げ方において社会的重要性を優先させる
（related to socially relevant issues）。































るもの（a general viewpoint or perspective beyond all disciplines）」で
ある。ニコレスクなどはこれに入るとされている。
　以上のうえにたってポールは、「近年、トランスディシプリナリ




























































　例えば 2006 年、グラー ツで開催されたトランスディシプリナリ
ティの研究集会でニコレスクは、“The Challenge of  Transdis-
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